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凡 例

ヱ　この索引は，日本経済κついて主として実証分析を内容とした文献・および分析のための基礎

　　資料と方法論を提供すると思われる文献を内外の図書・資料・論文より選択し，研究者の利用

　　忙供するものである。

2　この索引の分類表は，「日本経済統計文献センター分類表，昭和45年刊」の大網目にしたがっ

　　った。

3　各分類のなかの文献の配列は，著者または書名のアルファベソト順によった。

4　単行書と資料は＊印をつけた。

5　記載形式は原則として経済資料協議会編集の「経済学文献季報」任よった。

　1論文は著者名，論文名，雑誌名，巻号，頁～頁，月，年の順に記載した。巻号および年月の

　　　略記号は次のようにした。

　　　20巻1号，10頁から25頁，1968年5月のばあい，20（1），10～25（5，

　　　1968）。第3号と第4号合併号のばあいは（3／4）とした。

旺
｝
皿
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単行書は著者名，書名，発行地，発行所，発行年月，頁数。

論文集は単行書として収録する他、個々の論文も分出した。

2人以上の著者の著作で執筆分担の確認できる単行書，特集記事，講座は必要に応じてその

内容目次を掲げた。

6　収録文献の範囲，選択の基準等については，暫定的をものであるので，利用者の意見πより，

　　漸次改善して行きたい。



分

A　総　　記

B　科学総論

C　経済理論

D　統計学　統計資料編

E1日本経済史

E2日本経済論　日本経済分析一般

F　経済の主体と環境

G　社会経済体制

H　国民経済循環の構造

J　生産の資源

K　生産と生産活動

　隅生産と生産性

　K2産業構造　産業組織

㌧馳の産業

　Kφ農　業

　K凶林　業
　K£　漁　業

Kρ鉱　業
　KjE　建設業

　Kボ工業製造業

Kρ商　業
　K担　エネルギー産業

　KJ運輸・交通

　KJ（通信業

KLサービス業

L　企業経営

M　国民所得の分配と支出

N　財　　政

P　貨幣金融保険

Q　価値価格　物価

R　経済変動

S　国際経済

類 表



A　総

　Al

　A2

　A3

　A4

　A5

　A6

　A7

　A8

　A9

日本経済統計文献センター分類主網表

　記

図書館

図書学　書誌学

情報科学　情報管理

参考図書

論集　評論　随筆　雑記

学会　団体　会議研究機関

研究法　指導法　研究案内

双書　講座　全集

稀書

F　経済の主体と環境

経済の主体

自然条件

地　　理

人種　民族

民俗　宗教　文化一般

教　　育

社　　会

政治　外交

法　　律

B　科学総論

1
2
Z
u
4
5

B
B
B
B
B

自然料学

人文科学

社会科学

行動科学

歴史学

社会工学

C　経済学

　C1　経済学史

　C2　経済学方法論　経済哲学

　C5　経済分析の方法

D　統計学　統計資料

　D1　統計理諭と方法

　D2　応用統計学

　D3　統計制度

　D4　統計資料論統計資料

E　経済史　経済事情

　E1　経済史

　E2　経済事情

G　社会経済体制

　G1　社会経済体制一般

　G2　資本主義経済体制

　G3　社会主義経済体制

　G4　戦争経済

H　国民経済循環の構造

－
・
　
2

Z
）
　
4
5

H

H
H
H
H

比較経済体制

経済政策

計画経済

国民経済循環　国民経済計算

国富　国民貸借対照表

産業連関表分析

資金循環表分析

国民経済バランス論

J　生産の資源

Jl

J2

J3
J4

J5

生産資源一般　資源論

自然資源

人　　口

労　　働

科学技術

K　生産と生産活動

　K1　生産と生産性

　K2　産業構造　産業組織



K3　個々の産業

　K3A　農

K5B
K5C
K5D
K3E
K5F
K5G
K3H
K5J
K5K
K3L
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鉱
建
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P2

P5
P4

P5
P6
P7
P8

通貨金融史　通貨金融事情

通貨金融政策　銀行政策

金融制度　貨幣制度

金融市場　資本市場

銀行　金融機関

産業別金融

保　　険

Q　価値　価格と物価

　Q1　価値理論　価格理論　交換論

　Q2　物　　価

　Q5　個別価格

L　企業

　Ll

　L2
　L4

L5

　経営　会計

経営学　企業経済学

経営史　経営事情

企業経済

経営管理

M　国民所得の分配と支出

M1　国分所得の分配

M2　国民所得の支出

N　財

　Nl

　N2

　N5

　N4

　N5

　N6

　N7

　N8

　政

財政理論

財政史　財政事情

財政政策　財政行政

財政制度

国庫経費と財政収入

公　　債

官業　国有財産　専売

地方財政

R　経済変動

1
2
3
4
5
6

R
R
R
R
R
R

経済変動の理論

経済成長　経済進歩

構造変動　国民経済構造論

長期変動

景気変動　景気循環　恐慌

景気予測　景気変動の計量分析

S　国際経済

　S1　国際経済

　S2　国際収支

　S5　外国貿易

　S4　国際通貨

世界経済

国際金融

P　貨幣　金融保険

　P1　貨幣理論　金融理論



日本経済分析文献索引

　この索引は，毎月発行の予定であるが，本号は1968年1～5月κ発行された図書・資料およ

び1～3月の発行日付をもつ雑誌に掲載された論文を収録した。

第　　1　部 日　本　文　献

B　科学総論

中　山　伊知郎：末来学と現代の危櫛；中央公論　83（1）950～75（1，1968）

C　経済理論

森口親司：巨視的計量モデルにおける乗数；経済論叢（京大）10¶（1），81～93

　（1，1968）

D　統計学　統計資料論

＊統計研究会：統計研究会20年史

　　内　容

　　20年史への序言

　研究業績

　第1部（現存の部会・委員会）

　　　1．総合経済研究部会

　　　2．指数研究部会

　　　5財政金融研究部会

　　　4．農業統計研究部会

　　　5．農業所得研究部会

　　　6．労働統計研究部会

　　　z経営統計研究部会

　　　8．人口統計研究部会

　　　9統計教育研究部会

　　1α国民経済計算研究部会

　　11，中小企業研究部会

創立20周年記念出版，東京　同会　5，1968．765P・

中　山　伊知郎

中　山　伊知郎

山　田　　　勇

高｝：橋　長太郎

宇　野　弘’蔵

馬　場　啓之助

有　沢　広　巳

伊大知　良太郎

森　田　優　三

美濃部亮　吉

大　川　一　司

高　橋　長太郎
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　12．国際経済研究部会

　15．消費統計研究部会

　14．食糧管理史研究委員会

　15．都民所得研究委員会

　16．公害研究委員会

　1z金融分析委員会

　18．物価研究委員会

　19環境衛生研究委員会

　2α計量モデル研究委員会

　21．労働市場研究委員会

　22．明石鳴門架橋経済調査委員会

　23．農業経済計量モデル研究委員会

　24．長期経済統計研究委員会

　第2部（既存の部会・委員会）

　25．経済構造研究部会

　26社会保障研究部会

　2Z投入産出分析部会

　2＆国民所得研究部会

　29教育経済研究部会

　5〔1生活水準研究部会

　51．経済計画研究委員会

‘32．賃金基本調査委員会

鶴岡詳晃：（日銀）卸売物価指数の改定について輪経済企画（51），

中　山　伊知郎

森　田　優　三

東　畑　精　一

伊大知　良太郎

都　留　重　人

高　橋　長太郎

篠　原　三代平

馬　場　啓之助

大　川　一　司

内　藤　　　勝

伊　藤　善　市

馬　場啓之助

大　川　一　司

　　　中　山　伊知郎

　　　高　橋　長太郎

　　　山　田　　　勇

　　　都　留　重　人

　　　寺尾　琢　磨

　　　大　川　一　司

　　　山　田　雄　三

　　　中　山　伊知郎

i52～39（5，1968）

E1日本経済史

安藤良雄：日本資本主義と教育制度をめぐる若干の問題；資本主義の形成と発展一山口和雄博士還

　暦記念論文集一，只37～57

＊有元正雄：地租改正と農民闘争，東京　新生社　1，1968．　704P．（日本史学研究双書）

＊速水　融：日本経済史への視角，東京　東洋経済新報社　1，1968．215P．

楠井敏朗；滝沢秀樹：比較経済史学における産業構造論の意義一大塚久雄氏の最近の業績を中心と

　　して一；歴史学研究（334），58～50，62（3，1968）

松島春海：「重化学工業化の過程」（第一次大戦後における日本資本主義の諸問題）；社会経済史

　学3ろ（6），24－58（291968）
三和良一：経浩政策と経済団体～大戦後の物価問題をめぐって一（第一次大戦後における日本資本

　主義の諸問題）；社会経済史学　55（6），76～105（2，1968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一2一



中村政則：日本地主制史研究序説一戦前日本資本主義と寄生地主制との関連をめぐって一；経済学

　研究（一橋大）（12）・233－570（3，1968）
西田美昭：小農経営の発展と小作争議一新潟県〈三升米事件〉を中心として一；土地制度史学（

　　58），24～41（1，1968）
＊大塚久雄；安藤良雄；松田智雄；関口旬志編：資本主義の形成と発展一山口和雄博士還暦記念論文

　　集一，東京　東京大学出版会　5，1968．461R

柴垣和夫：財閥と綿工業独占体一日本帝国主義の論理一（第一次大戦後κおける日本資本主義の諸

　　問題）；社会経済史学　53（6），59～75（2，1968）

　庄司吉之助：戌辰戦争前後の農民闘争；東北経済（48），1～54（1，1968）

　高村直助：開港後における綿柿場の形成一後進地域秋田の場合一；エコノミア（35）θ40～

　　57（3，1968）

土地所有形態再編成の諸論点一1967年度　秋季学術大会共通論題準備研究会の記録一；土地制

　　度史学　（58），60～69（1，1968）

＊土屋喬雄：日本経済史概説，東京　東京大学出板会　2，1968．244P．

津川正幸：大阪堂島米商会所の創立；経済論集（関大）1ア（6），1～21（2，1968）

山口和雄：明治三十一年前後　紡績会社の株主について；経営論集（明大）　15（2），1～68

　　（2，1968）

＊山口和雄：日本経済史，東京　筑摩書房　2⑨1968．507R（経済学全集　12）

　別冊　石井寛治：産業資本確立過程における日本銀行信用の意義

E2日本経済論　日本経済分析一般

野口雄一郎：核時代の日本経済；世界（266）？66～73（1，1968）

＊野口悠紀雄；今野浩；斎藤精一郎：21世紀の日本一十倍経済社会と人間一，東京東洋経済新

　　報社　2，1968，284，4P．
清水川繁雄：経済成長の論理と構造一昭和三〇年代日本経済の分析；政経論叢（明，大）36（5／4）

　　フ0●－110　（2，　1968）

特集　激変する世界と日本経済の戦略目標；中央公論　85（5），120～179（3，1968）

　　模倣的成長からの離陸　E120～129　　　　　　　　　　　　　　　金森　久　雄

　　日本の手本は日本である　　R130～159　　　　　　　　　　　　　坂　本　二　郎

　　“きびしざの実体はなにか　R140～149　　　　　　　　　　　　　富　塚　文太郎

　住宅産業一経済成長の新しい主役　P．150～159　　　　　　　　　　内　田　元　亭

　七〇年代〃（おける日本の選択　R160～179　　　　　　　　　　　ビュー・バトリック

＊渡辺　武：戦後日本資本主義と日米経済関係，東京　新日本出版社　3，1968．265P．
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F　経済の主体と環境

小山路男1横浜市国保における0階層の状態；経済と貿易（95）・27～40（2，1968）

林英明：消費部分の分離による高等教育投資の過少性；三田学会雑誌6り（5），99～臼1

　（2・　1968）

池田一新：学費の経済学一私立大学の事例一；政経論叢（明大）　56（3／4），54～69

　（2，　1968）

久保まち子：荒川区における老令者の生活実態調査；フェピアン研究　19（1），1～69

　（1，1968）
社会保障研究所編：戦後の社会保障　本論；資料・東京　至誠堂　2；5．1968．564；

　875巳　2冊
　内容

第1編　戦後における社会保障制度

第1章　概　　観

第2章　社会保険

第5章　公的扶助・社会福祉

第4章　公衆衛生・医療

第．旺編　国際比較冗よる社会保障の水準と型

第1章　生活水準一社会保障の背景として

　第1節　わが国の生活水準

　第2節　生活水準指数の基礎について

　第3節　生活水準と所得再分配一H．G．ジ．ンソンの所説を中心と

　　　　　として一

第2章社会保障の国際比較一統計を主として一

　第1節　所得水準，就業構造，人口構造と社会保障水準

　第2節　社会保障の支出構成割合

　第3節　社会保障の財源別構成割合

　第4節　海外諸国の新しい動向

　第5節　国際比較からみたわが国の社会保障

第皿編　社会保障の経済的背景

第1章　経済発展と社会保障

　第1節　戦後経済発展の時期区分

　第2節　経済観の推移

　第3節　経済成長，国民福祉および社会保障

第2章　雇用と社会保障

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一4一
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　第1笛　就業構造・賃金構造の変遷

　第2節　雇用と社会保障

　第5節　賃金と社会保障

　第4節　労働組合と社会保障

第3章　企業と社会保障

　第1節　社会保障と生産性

　第2節　福利厚生費と賃金

　第5筒　企業と健康保険

　第4節　退職金と企業年金

第4章　生活水準と社会保障

　第1節　国民所得分配の変動様式

　第2節　個人消費支出と社会保障

　第5節　戦後国民生活の変遷

　第4節　社会保障の展開と戦後型生活構造

　第5節　社会保障の最低基準

第5章　財政と社会保障

　第1節　財政と社会保障費の長期的動向

　第2節　社会保障費の歳出構造

　第5節　経済成長と社会保障の財政負担

　第4節　社会保障の所得再分配効果

　第5節　社会保障の景気安定化効果

　第6節　積立金と財政投融資

第6章　経済計画と社会保障

第W編　社会保障の社会的背景

第1章　戦後社会の変動と社会保障

第2章　人口と社会保障

第5章　家族と社会保障

　第1節　産業化と家族

　第2節　家族構成の変化

　第5節　世帯構成を変化させたもの

　第4節　家族関係の変化

　第5節　親族関係と老人扶養

　第6節　家族の変勃と社会保障

第4章　地域社会と社会保障

　第1節　地域社会の展開過程
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　　　第2節村落社会の構造と変化　　　　　　　　　　園田恭一
　　　第3簡都市社会の構造と変化　　　　　　　　　 中村八朗
　　　第4節　地域社会と社会保障の課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　松　原　治　郎

　　第5章　生活意識と社会保障

　　　第1簡　昭和20年代の生活不安と社会保障意識　　　　　　　　　　　　三　浦　文　夫

　　　第2節　消費革命のもとにおける国民生活の不安　　　　　　　　　　　花　島　政三郎

　　　第5節老令者問題と社会保障意識　　　　　　　　花島政三郎
　　　第4節　権利意識と社会保障意識　　　　　　　　　　　　　　　三浦文夫・花島政三郎

　　第6章　社会保障と労働問題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三　浦　文　夫

　辻村一郎：鉄鋼労働者の労働災害・職業病に対するとりくみ；社会科学（同志社大）2（2），

　　121～148　 （3，　1968）

＊都留重人編；現代資本主義と公害，東京宕波書店　5，1968．385，13P．

　G　社会経済体制

　木村隆俊：国家独占資本主義成立期における経済軍事化と軍需資金；経済集志　37（5／6），

　　32～58（2，　1　968）

＊日本経済政策学会編：転型期の経済政策一日本経済政策学会年報XV－，東京　勤草書房

　　3，　1968◆163P．

　加藤　寛：日本における経済政策論の動向一景近の著書をめぐって一；転型期の経済政策⇔日本

　　経済政策学会年報XV－，　R116～123

伊東光晴：転型期の経済政策一現下の不況と経済政策との関連において一；転型期の経済政策一

　　日本経済政策学会年報XV－，　P．1～15

　特集　日本の経済官僚一今日と明日；経済評論　17（2），8～72　（2，1968）

　　経済官僚の機能と今後の方向　R8～19　　　　　　　　　　　　　　　御園生　　　等

　　財政構造の転換と大蔵官僚一経済の国際化におけるその苦悩一　　　　　　　鈴　木　幸　夫

　　R20～28
　　政策介入の変質と通産官僚一管理法体制から誘導政策へ一　　　　　　　　前　田　靖　幸

　　R29～40
　農基法農政と農林官僚　F㌧41～52　　　　　　　　　　　　　　　　　今　村　奈良臣

　　再編成期の建設行政と建設官僚一政策不在の土木行政から転換でき

　　るか一R53～63　　　　　　　　　　　　中島清成
　　監督行政の行き詰りと運輸官僚　P．73～80　　　　　　　　　　　　　高　木　三　郎

　　宮沢長官と経済企画庁官僚R64～72　　　　　　　　八代健朗

＊山中篤太郎博士退官記念論文集編集委員会：経済政策と労働問題　山中篤太郎博士退官記念論文集
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東京　有斐閣　2，1968．441p．

H　国民経済循環の構造

倉林義正：国民勘定の国際比較をめぐる若干の問題点について；経済研究（一橋大）　19（1），

　25～50　 （1，　1968）

奥沢篤次郎：国民所得計算における政府用役の砂扱について（2）；経済志林　36（1），

　1～20　 （1，　1968）

∫　生産の資源

速水　融：近世信州諏訪地方の人ロ趨勢；三田学会雑誌　61（2），1～27（2，1968）

池田　信：第一・次大戦期における労働組合運動の特質一友愛会神戸支部の成立・発屏を事例として

　　一；日本労働協会雑誌　（107），U～21　（2，1968）

石川晃弘：成長産業における小・雰細企業の労使関係一足利地方トリコット業の事例から一；

　　日本労働協会雑誌　（108），20～28　（3，1968）

＊笠井章弘：マンパワー革命，東京　講談社　1，1968．270P．（現代の経済と技術　7）

古賀比呂志：最近の雇用・失業に関する若干の考察一雇用・失業に関する研究序説一；早稲田政治

　経済学雑誌　（208／209），389～418　（2，1968）

郡菊之助：国勢調査と日本の人口；法経論集　（愛知大）（56），83～92（1，1968）

松村雅央：昭和4D年国勢調査の矯†；上智経済論集　14（ろ）g　21～26（5，1968）

小尾恵一郎：女子労働供給函数変位の効果に関する数値実験（1）；　三田学会雑誌

　　61（2），　108～155　 （2，　1968）

　小尾恵一郎：労働供給の理論一その課題および帰結の含意一；三田学会雑誌　61（1）●

　　1～25（1，　19ゐ8）

　小田橋貞寿：人口問題と中小企業；経済政策と労働問題　R247～260

＊岡崎陽一：労働力の長期展望，東京　日本労働協会　1，1968・191E（JIL文庫　40）

＊労勧省労働統計調査部雇用統計課編：労働移動　戦後の推移と現状，東京　大蔵省印刷局

　　3，　1968．347P．

＊蝋山政道；一瀬智司編：首都圏の水資源開発，東京　東京大学出版会　ろ，1968．285P．

　　内容

　　§1はしがき一問題の提起　　　　　　　　　　　蝋山政道
　　§2　地域開発と水資源開発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　瀬　智　司

　　§5　日本κおける水資源の特殊性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市　川　正巳

　　第1編　首都圏の水資源の現況
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　第1章水資源の賦存

　第2章　首都圏の水利用一水利用に関する謂査研究一

　第3章首都圏における農業用水一都市化の影響を中心として一

　第4章　農業生産における水利用方式の変化一水稲生産過程におけ

　　　　　る土地と永の結合と分離一

　第5章　首都圏における水行政

　第6章　工業用水の現況

　第n編　将来の水需要に関する研究

　第丁章　首都圏域の水需要予測

　第2章　首都圏の土地利用一水需要との関連において一

第3章首都圏における人口の増加にともなう水需要の予測

　第4章工業開発と水需要の増大

　第5章　地域経済連関と水需要に閤する研究一首都圏地域経済を中

　　　　心として一

第6章増大する水需要と水資源開発のあり方

　付論　首都圏の水資源開発に関する政策決定過程一利根導水路事例一

鳥居泰彦：生命表作成のための電子計算プログラム

　（5），　66～87　　（3，　↑968）
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一 TLTシリーズについて一；産業研究

渡部経彦；荏開津典生：労働力の質と経済成長一戦後日本について一；理論経済学　19（1），

　　38～52　 （5，1968）
＊吉沢文男：労働の経済理論，東京時潮社　1，1968．265P．

K　生産と生産活動

　K1生産と生産性

伊藤史朗：CES型生産関数と技術進歩率の測定　一戦後日本の製造業κついて一；経済学論叢

　（同志社大）　17（4／5／6），151～150　（5，1968）

高木伺文：CES型一般生産関数の統計モデル；経済研究（成城大）（26），117～153

　（3，1968）

K2産業構造　産業組織

＊有田辰男：日本中小企業分析，東京　日本評論社　5，1968．244P．

力石定一一：産業政策における二つの道　一集中型寡占をどう規制するか一；経済評論　1フ（1），

　　49～62　 （1， 1968）
林　信太郎：10年後の日本の経済社会　⑤　産業構造の変化の行くえ　（未来展望講座）
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　日本経済研究センター会報　（ア1》・2～11　（1・1・1968）

平山政市：産業（商品別）集中度・寡占化独占化の過程の測定；経済学論究　21（4）・

　　19～40　（191968）
市村真一：都市化による価値観の相剋；中央公論　83（1），128～137（1・1968）

井原健雄：地域経済の構造分析；経済論叢（京大）　101（1）・111～130（1・1968）

＿
杉哲也：地域間の経済的交流に関する一試論一手形交換高からみた「土星現象」について一

　　〔研究ノート）；　経済と貿易　（95），89～98　（2，1968）

磯部浩一：零細企業の本質をめぐる一考察一企業規模の質的規定一；経済政策と労働問題

　　P．319～53　7

泉　三義：産業政策の目標と政策の形成；経済と経済学（22），1～26　（3，1968）

金子敬生：西日本地域経済の計量経済学的分析（その”；オイコノミカ　4（4），29～53

　　（3，　1968）

加藤誠一：中小企業問題における国際比較上の一視角；転型期の経済政策一日本経済政策学会年報

　XV，　Pllo～”5
来住元朗（きし　もとあき）：わが国の重化学工業化と輸出構造；商学論究　15（4），

　　97～116　（3，1968）
小林清晃：Activity　A皿1ysi8と立地モデル；経済論叢（京大）　101（1）．94～113

　　（1，1968）

＊神戸市企画局企画調整課：都市再開発論一よみがえる大都市をめぐって一，　神戸　同課

　　5，1968．　200P．
＊倉沢　進：日本の都市社会，東京　福村出版　5，1968・　269P・

　水野　武：中小企業労働力論序説；経済政策と労働問題，R297～317

内藤英憲：中小企業問題の基礎的考察；経済集志　37（5／6），59～77（2，1968）

中村秀一・郎：転型期の産業政策；転型期の経済政策一日本経済政策学会年報XVrP．30～42

大橋周治：日本の国土開発とシベリア開発；経済評論　17（1），64～76（1，1968）

尾崎　巖：産業構造の変化と技術構造；三田学会雑誌　61（3），1～21（5，1968）

　酒井安隆：産業構造と経済成長；経済学雑誌　58（1／2），89～111（2，1968）

坂本二郎：経済構造高度化の一般理論；経済学研究（一橋大）　（12），195～232

　　（5，　1968）

　笹田友三郎：都市の自足性と産業構成一その階層別考察一；経済学論叢（同志社大）17（3×

　　100～112　（191968）
　佐藤芳雄：中小企業「近代化」政策の問題点；転型期の経済政策一日本経済政策学会年報XV－，

　　P．102～109

　志村賢男：わが国重化学工業化過程の農工関連構造；社会科学（同志社大）　（9），1～36

　　（5，　1968）
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滝沢菊太郎：山中篤太郎博士と中小工業の本質；経済政策と労働問題，a539～586

＊玉城　肇編；現代日本産業発達史29　一総論（上）　東京　現代日本産業発達史研究会

　　2，　1968．658，　79，　58P．

山田一郎：工業団地化：その政策的意義の倭小性一工業団地研究の要約的結論一；経済系

　　（76），　101～106　 （3，　1968）

山口辰男：都市の変貌と市民意識（1）一スプロール舶区市民とドーナツ化地区市民との間κみ

　る市民意識の相違一；　経済と貿易　（95）・1～26　（2・1968）

山崎　清：戦後経済社会の地域的構造とその変化一若干の試算結果から一（上）・（下）；

　　日本労働協会雑誌　（↑σ6），10～25；（107），22～35　（1；2・1968）

K3個々の産業

　K3A　農　業

阿部亮耳：農業共同経営の会計主体；農業計算学研究　（2），52～40　（2，1968）

東　敏雄；青木　昭：戦前における農家労働力と労働市場一離農・準離農層の研究（二）一

　茨城県筑波町菅間・作岡地区（二）；茨城大学政経学会雑誌　（22），1～56　（3，

　　1968）
福武　直：中国・印度・日本の農村一アジア農村社会比較論のための覚書一；　思想　（525）．

　　55～63　　（1，　1968）

花田仁伍：「新佐賀段階」と農民層分解；経済　（46），180～195　（2，1968）

＊塙　遼一：変革期の日本農業，東京　未来社　1，1968．278P．

速水佑次郎：離陸期の農業成長一ジェームス・ナカムラ説の資料的吟味一；経済研究（一橋大）

　　19（1），69～75　（1，1968）
硲　正夫二米価と物価；経済学雑誌　58（1／2），57～71　（2，1968）

今村幸生：不完全知霞状態における農業経営計画モデルと設計方法；農業計算学研究　（2），

　　1　02～11　2　　（2，　1968）

井上周八：現代日本の米価問題一その「虚偽」とτ真実」一；立教経済学研究　21（4），

　　1～45’（1，1968）
石井寛治：1910年前後における日本蚕糸業の構造一蚕種統一運動の分析にょる一考察一；

　　資本主義の形成と発展一山ロ和雄博士還暦記念論文集一，　E199～217

貝原基介：農業経営における資金計算；農業計算学研究　（2），1～9　（2，1968）

亀谷　呈：果樹計算論一その1：樹体に関する期間決定問題一；農業計算学研究　（2），

　　61～69　 （2，　1968）

金田弘夫：「C㎝munityのSiz　e」と過疎性一北海道の農村地域を素材として，そのD⑳DeeologL

　　ca1な接近一；　農経論叢（北大）　（24），1～25（2，1968）
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柏　　博：わが国農業の階層別技術進歩率の計測；経済学論叢（同志社大）　17（4／5／6）

　　151～17C人3，1968）
川勝昭平：農業生産指数の加法的「説明要因」による巨視的生産動態の分析；農業経済研究

　　59（4），158～166　 （3，1968）
河野一之；中島千尋；石川英夫；鶴田卓彦：米の間接統制をめぐって；（月例シンポジウム・・政

　　策の経済学）　日本経済研究センター会報（76），44～61　（↑5，3，1968）

菊地泰次：自計式農家経済簿に基づく部門資本計測の方法；農業計算学研究　（2），10～20

　　（2，1968）

小林　茂：わが国のメガロポリスの農業；早稲田政治経済学雑誌　（2／5），151～189

　　（5，　1968）

桑原正信；安味宏；多門院和夫；西村博行；吉岡正澄；亀谷是；大原純一：みかん産業の成

　　長分析；長期金融　4（3／4），3～223　（1，1968）

＊松原治郎；蓮見音彦：農村社会と構造政策，東京　東京大学出版会　3，1968．255，6P．

三国英実：青果物市場の展開と産地商人資本一りんご移出商の発展過程一；農経論叢（北大）

　　（24），85～116　（2，1968）
　森　博男：水稲集団栽培と農民層分解一酒井淳一氏の批判に答えて一；経済科学　15（4），

　　165～191　　（3，　1968）

　森島　賢：農業経済の計量分析におげる近年の動向；農業経済研究　59（4）．145～148

　　（5，1968）

　並木正吉：自立経営の成立条件；農業総合研究　22（1），63～90　（1，1968）

西村博行：北海道における農業会計発達の史的考察；農業計算学研究　（2），70～81

　　（2，1968）
　西村博行：農家の期待形成と生産規模の変動一みかん生産における経済行動の分析一；農業経済

　　研究　39（4），149～157　（5，1968）
＊農地制度資料集成編纂委員会編8農地制度資料集成　第四巻；第五巻一小作立法に関する資料（上），

　　（下）一，東京御茶の水書房　5，1968；5，1968，1185；920P　2冊

　太田原高昭：地域労働市場と農民諸層一山村におげる雇用構造の変化と農民層の分解一；農経論叢

　　（北大）　（24），117～155　（2，1968）

　小国弘司：自計式農家経済簿記の経済学的基礎一その序論一；農業計算学研究　（2）921～

　　51　（2，　1968）

　桜井悼治：農業経営成果の差異分析に関する一考察；農業計算学研究（2），51～60

　　（2，1968）
　千田正作：昭和期，家族稲作における雇傭労働の経営的役割；農業経済研究　59（4），

　　1　67～1　81　　（3，　1　968）

　清水良平：養蚕農家の規模別階層変動について；農業総合研究　22（1），91～12⑱
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　　（1，　1968）

城島国弘：「都市農業」について一その概念内容と政策理念一；経済科学　15（4）9

　　66～90　 （3， 1968）
須永芳顕：戦前における中農標準化について：資本主義の形成と発展一山口和雄博士還暦記念論

　　文集一，R219～236

高橋正郎：農業経営研究方法に関する一省察一経営史学方法と閑連して一；農業経済研究　39

　　（4），182～186　（3，1968）
　多門院和夫：農林省・重要農産物生産費調査における有生固定資産の取り扱いをめぐって；

　農業計算学研究（2），82～90　（2，1968）

田中駒男：農業における大規模投資について；早稲田政治経済学雑誌　（208／209），

　　247～264　（2，　1968）

　常盤政治：日本資本主義と農業構造；三田学会雑誌　61（1），26～45（1，1968）

宇佐美　繁：農地植林転用の現段階的性格；農経論叢（北大）　（24），155～182

　　（2， 1968）
山田定布：商業的農業の現段階的性格に関する一考察（皿）～昭和恐慌以降の商品生産の動向一；

　農経論叢（北大）　（24），2フ～84　（2，1968）

安味　宏：農家の農業生産行動に関する一考察一経営部門組織と作付面積の決定一；農業計算学

　研究　（2），115～121　（2，1968）
頼　　平：農家経済経営の経営部門組織；農業計算学研究（2），41～50（2，1968）

吉田　忠：農家における意志決定と主観確率一決定理論の検討一；農業計算学研究（2），

　　91～101　（2，　1968）

KgB　林業

半田良一：林業地代の存在形態について一奥地地代論の問題点一；林業経済　（231），

　　1～6　　（1，　1968）

北海道の林業問題　林業経済研究会：1967年秋季中集会　　報告　小滝武夫；4欄隆棋，

　　コメント　松本謙蔵；福島康記；高木唯夫；鈴木　喬；林業経済　（235），20～43

　　（5， 1968）
入会林野問題　第5回西日本林業経済研究会シンポジウム①：報告　中尾英俊；有木純善；笠原

　　義人，討論の要約　笠原義人；林業経済　（2ろ1），22～51　（1，1968）

北川隆吉；安江孝司；帯刀　治；森　典子：林業における資本主義的経営の社会的基盤（上），

　　（下）一「山村社会」研究ノートー；社会労働研究　14（5），95～146；14（4），

　　97～149　（1；　3，　1968）

・三島教授退職記念事業会編：北海道林業の諸問題，東京日本林業調査会5，1968．413E
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山村問題　第5回西日本林業経済研究会シンポジウム②：報告：大平英輔；北川　泉，討論の要約

　堺正紘；淋業経済　（252），32～58　（2，1968）

吉沢四郎：戦後林業労働問題研究の一検討（1）；林業経済（252），1～17（2，1968）

K3C　漁　業

中井　昭：漁業における資本主義の成立；資本主義の形成と発展一山口和雄博士還暦記念論文集一

　　P．237～251
＊新川伝助：水産経済研究，東京　恒星社厚生閣　3，1968．ろ14E

K3D　鉱　業

小島恒久：九州石炭鉱業の生産構造；社会科学論集（九大）（8），1～41（5，1968）

K3　F　工業　製造業

浜田文雅；沓掛　暁：繊維産業のエコノメトリジクモデル；産業研究（5），1～44（5，1968）

原田　博：北九州鉄鉱業の存在形態（一）；社会科学論集（九大）（8），45～73（3，19‘8）

逸見顕善：北部九州の製造工業一その構造的特質と生産性の停滞に門する統計的観察一；

　社会科学論集（九大）　（8），105～150　　（3，1968）

平田喜久雄：北部九州における電機工業一安川電機と戸上電機を中心として一；社会科学論集

　　（九大）　（8），75～102　（3，1968）

石井金之助：転型期の消費財工業政策の特性一繊維食品工業を中心として一；転型期の経済政策一

　　日本経済政策学会年報XV－；P74～80

＊伊東岱吉；小林義雄；加藤誠一編：：［業経済論・東京　有斐閣　2，1968．524巳

　　（有斐閣双書）

岩田暁一：板ガラス産業の生産構造と市場構造について；産業研究（5），45～65（3，1968）

出石邦保：伝統産業における構造変化一京都眺友禅業を中心として一；同志社商学　19（4），

　　51～86　　（1，　1968）

＊経済団体連合会図書館部：経済文献レファレンス　凡17　電子計算機と情報産業に関する文献9

　東京　同部　5，1968．58P．

黒田昌裕：抄紙工程における費用構造の分析；産業研究（5），88～105　（5，1968）

黒松巖：伏見酒造業の労働力問題；経済学論叢（同志社大）　17（4／5／6），211～

　　264　 （3，　1968）

正木久司：鉄鉱独占における資金調達の変遷とその態様；社会科学（同志社大）　2（2），
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　　1～77　 （ミ5，　1968）

　永野重雄；吉田敏男：鉄鋼業界の景況と問題点　先行き微妙な鉄鋼需給　（景気教室）；

　　日本経済研究センター会報（74），19～27　（15，5，1968）

日本紡績協会：日本紡績業の現状認識と問題点（そのV）紡績業の将来の問題ξ（そのW）

　繊維産業の問題点一ビジョンを描くための一；日本紡績月報（253），41～48；

　　（254），53～58　（1；2，　1968）
　志村賢男：鉄鋼業κおける競争の現状と独占化の特質；社会科学（同志社大）　2（2），

　　78～120　　（5，　1968）

＊隅谷三喜男：日本石炭産業分析，東京　岩波書店　2，1968．478P．

　高橋　衛：戦後日本造船業の展開要因一第一次輸出船ブームの条件一；資本主義の形成と発展

　　一山口和雄博士還暦記念論文集r　P．111～125

滝川　靖：規模の経済　2　自動車産業一望まれる産業政策の転換一；経済評論　17（2），

　　122～151　（2， 1968）
　高垣節夫：規模の経済　3　石油精製産業一スクール政策の実験場一；経済評論　17（5），

　　96～105　 （3，　1968）

＊渡辺徳二編：現代日本産業発達史　15　一化学工業（上）　東京　現代日本産業発達史研究会

　　2，1968◆565，155，51P．
　山下甫：規模の経済　1　化学工業一寡占は発展に有効か一；経済評論　17（1），124

　～155　 （1， 1968）
　由井常彦：近代的製粉業の成立過程（上）；経営論集（明大）　15（2）．97～155

　　（2，　1968）

K3G　商　業

木地節郎：都市の規模と小売販売高一昭和39年商業統計の分析による一；同志社商学19（4）・

　　87～105　（1，1968）
国民金融公庫調査部：小売商業の構造変化と零細小売商1～皿・・スーパーマーケットとの闘連を

　　中心に一；調査月報（国民金融公庫）（82），2～95；（85），19～95；（84）g

　　2～1　28　　（1～5，　1　968　）

K3H　エネルギー産業

竹内憲一：日本のエネルギー問題；経済学論集（桃仙学院大）別巻（2），30～44（5，1968）

K3」　運輸　交通
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有光：海還6社の企業体質と収益カーシミュレーシ．ン分析による一；興銀調査月報（137），

　　2～42　（2，1968）
北見俊郎：転型期の港湾政策；転型期の経済政策一日本経済政策学会年報XV－，　R64～73

柾　幸雄（まさき　ゆぎお）：本邦運河経済論序説；経済と貿易（95），41～65（2，1968）

大島藤太郎：国鉄経営「赤字」の性格；経済評論　17（2）．94～105　（2，1968）

＊佐波宣平編：現代日本の交通経済，東京　東洋経済新報社　5，1968．358P．

　内容

　第1部　国内交通

　第1章　日本経済と国内交通市場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前　田　義　信

　第2章　経済成長と社会資本一交通資本の現状一　　　　　　　　　　　　山　本　喜　朗

　第5章　貨物輸送市場の変化と鉄道　　　　　　　　　　　　　　　　　　　崎　山　一　雄

　第4章都市交通と運賃問題　　　　　　　　　　　山田浩之
　第5章自動車交通と道路　　　　　　　　　　　　　　　　　　谷山新良

　第6章都市高速道路と料金問題　　　　　　　　　　小林清晃
　第7章　内航海運における貨物と船舶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木　誠　治

　第8章国内航空市場の問題点　　　　　　　　　　梶原　清
　第9章　運輪部門の産業連開分析　　　　　　　　　　　　　　　　　　山田浩之；井原健雄

　第H部　国際交通

　第10章　日本経済と国際海運市場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加　地　照　義

　第11章　日本海運業と国際収支問題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東海林　　　滋

　第12章　定期船市場の変革と定期船経営　　　　　　　　　　　　　　　　　下　条　哲　司

　第13章　世界貿易の変遷と不定期船業　　　　　　　　　　　　　　　　　　松　本　一　郎

　第14章　タンカー・専用船の発達と海運経営　　　　　　　　　　　　　　　岡　庭　　　博

＊運輸省：旅客地域流動の長期予測モデルの研究，東京　同省　5，1968．113P．

若狭得治；淡河　正；米里正明；吉田敏男：利子補給打ち切りと今後の海運政策（月例シンポジ

　　ウム　政策の経済学）；日本経済研究センター会報（71），41～61　（1，1，1968）

山田浩之：輪送投入と産業連関分析；経済論叢（京大）　101（1），131～146

　　（1，　1968）

L　企業　経営

小森瞭一：わが国経営統計資料における減価償却率；経済学論叢（同志社大）　1フ（4／5／6）

　108～187　（3，　1968）
森川英正：三井財閥の多角的重工業化過程（上）；経営志林　4（4），1～24（1，1968）

村串仁三郎：高島炭坑における納屋制度の成立過程一明治期高島炭坑の労務管理近代化過程の分

一
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　析一（上）：商経論集（法政短大）　（6），35～77　（2，1968）

＊中山伊知郎；大河内一男：日本労使関係論一第三の道を求めて一，東京　青林書院新社

　　　2，　1968．　　212P．

　　内容

　　日本の労使閉係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中　山　伊知郎

　　日本の労働組合一労使甲係と「企業別脱皮」一　　　　　　　　　　　　　　　　大河内　一　男

　対談「自由化」のなかの労使騨係

＊野口　祓編著：三菱コンツェルンー経営と財務の総合分析一，東京　新評論社　3，1968．

　　400P
＊岡本哲治；宮下藤太郎；大沢豊；中村貢：自動車需要の予測，東京　日本生産性本部

　　1，　1968．　245】日

末松玄六：中ノJ・企業最適経営規模論の再検討；経済政策と労働問題，P．261～295

末松玄六：市場経済における中小企業の機能；経済科学　15（4），28～47（3，1968）

外池正治：中小企業経営者戸の国際比較に国する一分析視角；経済政策と労働問題，P．387～

　　418

吉武亮右：中小企業経営における思想と技術の切点一京都メッキ工業経営診断のヵルテから一；

　　社会科学（同志社大）　2（2），149～1フ9　（5，1968）

安岡重明：明治中期の三井組大元方勘定目録；同志社商学　イ9（4），1～23（1，イ968）

M　国民所得の分配と支出

＊江見康一；溝口敏行：個人貯蓄行動の国際比較，東京　岩波書店　5，1968．154P．

浜田文雅：設備投資の変動と最適資本ストック；三田学会雑誌　61（2），28～54

　　（2，　1968）

平井聖司：マルコフ過程と所得階級変遷一戦後日本の場合一；経済理論　（101），35～47

　　（1，1968）

水野朝夫：地域的不均等発展と賃金構造；転型期の経済政策一日本経済政策学会年報XV－，

　　P81～89
森　一夫：需要構造の分析一1875～195フ年線形支出閉数の計測一；経済学論叢（同志社

　大）　1フ（4／5／6），195～208　（5，1968）
中村　貢：設備投資昂数の推定上の問題点と一変形最小自乗法一戦後の計量的モデル分析におけ

　　る構造推定にP漣して一；経済学論集（東大）　55（4），1～14　（1，1968）

西宮輝明：日本の賃金問題；早稲田商学　（200），163～175　（1，1968）

野田孜：生活水準の国際比較一アジア諸国を中心として一；経済研究（一橋大）　19（1），

　　16～22　 （1，†968）
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沖幽恒幸：近年の貯蓄性向の動き一特に所得階層別貯蓄弾力性一；青山経済論集　19（4），

　　1～18　（i5，　1968）

桜林　誠：最低賃金の経済効果；上智経済論集　14（5）・1～20　（5，1968）

篠原三代平：中期的にみた設備投資の評価　ワールドリセッショソの底へ（景気教室）；

　　日本経済研究センター会報　（74）θ28～41　（15，291968）

消費構造の国際比較　1　山田　勇：消費・貯蓄行動の国際比較に関する理論分析，∬　溝口敏

　行：消費物価構造の国際比較と消費関数分析：経済研究（一橋大）　19（1）．41～58

　　（1，　1968）

＊辻村江太郎：消費構造と物価・東京　動草書房　3，1968．303P．（経済学全集）

安永武已：10年後の日本の経済社会　⑥国民生活の内容と生活意識の変化（未来展望講座）；

　　日本経済研究センター会報　（72），19～26　（15，1，1968）

横井弘美：分配率の変動と組合勢力；名古屋学院大学論集　（13），45～64（3，1968）

N　財　政

安藤　実：日本の軍事費；法経研究（静岡大）　16（3／4），37～84　（2，1968）

藤田　晴：転型期の財政政策；転型期の経済政策一日本経済政策学会年報XV－，　E16～29

＊江見康一：予算編成と経済計画，東京　一橋大学経済研究所数量経済研究プロジェクト　5，1968．

　　22P．（数量経済研究シリーズ　凡28）

深谷昌弘：Alti－1㎡1ation政策への一一提案一租税政策理論研究おぼえがき一；三田学会雑誌

　　61（1），87～101　（1，　1968）

林　建久：財政硬直化の構造的分析；経済評論　17（1），77～89　（191968）

　喜多登：地域と地力歳入構造の現状；政経論叢（明大）　56（3／4），111～149

　　（2， 1968）
　前田新太郎：財政政策による均衡成長政策・・マスグレープ批判一；金融経済　（108）．

　　19～50　 （2，　1968）

　佐藤昌一郎：製鉄所特別会の成立（上）一戦前日本における官業財政の展開と構造〔W）一；

　　経営志林　4（4），25～38　（1，1968）

　佐藤　進：「財政新時代」から「財政硬直化」ヘー大蔵省イデオロギー批判一；世界　（267），

　　106～11　5　　（2，　1　968）

　高橋長太郎：財政金融政策の一体化；経済研究　（一橋大）　19（1），1～8（1，1968）

　高橋　誠：「三部経済制」の研究（二）一日本地方財政史の一節一；経済志林　36（1），

　　21～52　　（1，　1968）

一
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P　貨幣　金融　保険

　天利長三：わが国の資本市場の性格一金融政策講話の一節一；金融経済　（108），1～18

　　（2・　1968）

有井　治：インフレーシ・ニストの錯覚；経済研究（成城大）　（26），1～20（5，1968）

堀家文吉郎：巨視的動学模型における銀行組織一一つの試み一；早稲田政治経済学雑誌（208／

　　209）　201～222　 （2，1968）
井原哲夫：家計の貨幣需要行動一そのクロスセクシ・ン分析一；産業研究（5），106～”8

　　（5，1968）

今村　宏：ポートフォリオ調整過程における貨幣需要；経済学論叢（同志社大）17（4／5／6），

　　171～194　 （5，　1968）

花輪俊哉：金融制度再編成と中小企業金融制度の改変；商工金融　18（2），　1～9

　　（2，　1968）

井上清美：流通必要金量といわゆる通貨の流通速度；経済学論集（龍谷大）　7（4），

　　59～85　 （3，　1968）

木村増三：株価水準の適否判定についての一考察一証券市場規制の観点から一；経済政策と労働

　　問題　R57～89

根津永二：貨幣数量説一事例研究一；オイコノミカ　4（4），71～85　（3，1968）

則武保夫：インフ1／一シ。ン；国民経済雑誌　117（1），91～105　（1，1968）

岡田俊平：わが国における銀本位制時代の通貨問題；経済研究（成城大）　（26），21～57

　　（3，1968）

＊ピグレフスカヤ，E．A．：現代日本の金融資本，名島修三訳，　東京合同出版　5，1968．

　　376P．

進藤　寛：わが国地方銀行合同政策の展開（中）一地方的合同から一県一行主義ヘー；

　金融経済　（108），51～65　（2，1968）

鈴木淑夫：日本の金利変動と貸出・投資；理論経済学　19（1），25～37（5，1968）

＊田村紀之：市中銀行の貸出Portfolio　二母数接i近法による分析，東京　一橋大学経済研究所数

　量経済研究プロジェクト　3。1968．33P。（数量経済研究シリーズ　沌26）

谷田庄三：金融機mの「専門化」および「同質化」について一第二次大戦後の日本における一考

　察一；経営研究（大阪市大）　（95），51～76　（1，1968）

矢島保男：中小企業金融制度の再編成；早稲田商学（200），149～161（1，1968）

Q　価値　価格　物価

＊原　　薫：日本の戦後インフレーシ。ン，東京　法政大学出版局　3，1968．478，6P．
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桐谷維：物価指数方程式の計量経済学モテルー1955年4月～1965年3月の4半拙デー

　ターによる物面指数とインプリシット・デフレーター・モデルにおける変数選別と構造設定一；

　経済学季報　17（3／4），1～41　（3，1968）
長岡新吉：日清戦後の物価問顧について；資本主義の形成と発展一山［コ和雄博士還暦記念論文集一

　　P．287～50’2

＊永山貞則：物価と家計第2版，東京一粒社　2，1968．190P．（統計新書　10）

高須賀義博：インフレーション論の根本問題；経済評論　17（1），113～123（1，19

　　68）

　R　経済変動

原　柏三：新らしい景気変動の研究方法；早稲田社会科学研究　（2／3），127～149

　　（5，1968）

　S　国際経済

原　覚天：タイ国に対する日本の経済援助とその資本形成寄与率；調査資料月報（日本工ヵフェ

　　協会）　（1）2，1～52　（2・1968）

相原　光：東南アジアにおける日本の企業進出（2）；経済と貿易　（95）．77～88

　　（2，　1968）

平井聖司：経済成長と輸入構造の変動一長期的輸入函数の一分析一；経済理論　（102），

　　25～38　　（3，　1968）

柏木雄介；小泉　明；建元正弘；黒川　洗：外貨準備のあり方　（月例シンポジウム　政策の経

　　済学）；日本経済研究センター会報　（72），2～18　（15，1，1968）

　川田　侃：戦後日本の資本輸出について；資本主義の形成と発展一山ロ和雄博士還暦記念論文集

　　一；　P．359～373

　加藤俊彦：中日戦争下の対満投資；資本主義の形成と発展一山口和雄博士還暦記念論文集一，

　　巳557～557
　小島　清：比較優位パターンの工業国間比較一ヘクシャ＝オリーン命題の検証一；経済学研究

　　（一橋大）　（12），121～194　（5，1968）

　小島　清；山下英明；石メ1義富；黒川　洗：太平洋自由貿易地域構想をめぐって（月例シンポジ

　　ウム　政策の経済学）；日本経済研究センター会報　（74），42～61（159291968）

　国際会議　大平洋貿易開発会議開かれる：日本経済研究センター会報　（73），2～40

　　（1， 2，1968）
　岡　茂男：特恵開税と日本資本主義；経済評論　17（1），58～48　（1，1968）
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小野義彦：ドル防衛の現局面と日米卿係；経済評論

追加

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17（”・21～57　（1，1968）
　　　◎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－c　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　o　－　　　　　　　　　　　　　　　　一　■

2P．の22行目　32．賃金基本調査委員会　中山伊知郎の次の行へ以下の内容を追加。

座談会　1　統計研究会の未来像，出席者中山伊知郎；有沢広巳；国崎裕；寺尾琢磨

　　　　　　；東畑精一

座談会　ロ　研究活動の回顧と展望，出席者森田優三8朝原泰；伊大知良太郎；

　　　　　　内藤勝；馬場啓之助；山田勇　（司会）高橋長太郎

座談会　1　戦後経済統計の回顧と改善への提言，　出席者　梅村又次；辻村江太郎；

　　　　　　申村隆英　（司会）篠原三代平
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Par七II　FOreign　language　Li七erature

E2 Japane　s　e　economy

祈Minami，　Ryoshin（南亮進）
　　口ehe　七urning　poin七　in　七he　Japanese

　　東京　一橋大学経済研究所数量経済研究プロジエクト　3，

　　（数量経済研究シリーズ　甑24

economy，

1968．　38P．

Shinohara，凹iyohei（篠原三代平）
　　Forma七ion　and　七ransi七ion　of　七he　duaエ　economy　in
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8（2），　　Japan．　Hi七〇七subashi　Journa工　of　Economics

　　1－58（Feb二工す～一
打Psuru，　Shige七〇（都留重人）

　　Essays　on　economic　de▽elopmen七．
　　Tokyo，　Kinokuniya　Books七〇re　Co．，　L七d．，　1968．　　257P．
　　（Econo皿ic　research　series，　No．9，　田he　工ns七i七u七e　of

　　Economic　Research　Hi　to七subashi　Universi七y）
　　Con七en七s．

　　　1．　うCheore七ical（内容省略）

　　1工．Japanese　experience
8鷺艦ζ：認霊：一：：；e：毛s罐↓s圭三㌶ε：↓cra七iza一

　　　　　　　　　　　七ion　in　Japan．

Chap七er　9．　Employmen七　problems　in　Japan．
Chap七er　IO．　Grow七h　and　s七abi：Li七y　of　七he　pos七一war
　　　　　　　　　　　　Japanese　ec皿omy．

Chap七er　l1。　Economic　planning　and　progra㎜ing　in
　　　　　　　　　　　　Japan．

Chap七er　：L2．　里he　economic　proble皿s　of　Japan　：　Presen七
　　　　　　　　　　　　and　fu七ur　e．

Ueno，　Hiroya（上野裕也）　；

A　simula七ion　experimen七
七erm　model　of　Japan．
9（ユ），　ユ4－48　（Feb．1968）

Kinoshi七a，　Soshichi　（木下宗七）　；

　　for　grow七h　wi七h　a工ong一
工n七erna七ional　Economic　Re▽iew

H Na七ional　accoun七ing　工npu七一〇u七pu七　analysisly
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凹iyazawa，　Kenichi（宮沢健一）
　　Inpu七一〇u七pu七　analysis　and in七erre工a七iOna⊥　inC　Ome

mul七ipユier　as　a　ma七rix・耳i七〇七su1）a6hi　Journaユ　of　Economlcs
8（2），　59－58　（Feb．］968）

K　　Produc七ion　－　Produc七ion　ac七i▽i七y

Kl　　Produc七ion－，　Produc七i▽i七y

Sa七〇，　Ryuz　o（佐藤隆三）

　　Technieal　progress　and　七he　aggrega七e　produc七ion
　　func七ion　of　Japan　（1950　－　1960）；
　　　　　　　　　　　：Lg（：L），　15　－　24　（3，　1968）

　　理論経済学19（1），15～24（3，1968）

K2 工ndus七rial　s七ruc七ure
Organiza七ion

工ndus七rial

凹inoguchig壬okijiro（美濃口時次郎）
　　田he　七heory　of　a　size　of　manufac七uヱing　business．
　　Hi七〇七sUbashi　Journal　of　S　ocial　S七udie旦　4（1），　1－16

KうA Agricul七ure

Harano，　Kazumasa（原納一雅）
　　A　regionaユ　model　of　七he　Japanese　agricuユ七ure・
　　Buユユe七in　of　Universi七　　〇f　Osaka　Prefec七ureタ

Ser． D．（12）　うO－43 1968

M Dis七ribu七ion of　na七iona1
　　－22－・

工nc　ome



苦Mizoguchi，　1｝oshiyuki（溝口敏行）
　　An　in七erna七ional　comparisons　of　cons㎜P七ion　pa七七erns

　　東京　一橋大学経済研究所数量経済研究プロジエクト

　　5，1968・23P．（数量経済研究シリーズ　肱25）

D肚zoguchi，　Toshiyuki（溝口敏行）
　　On　七he　high　personal　sa▽ing　ra七io　in　Japan．
　　Hi七〇七subashi　Journal　of　Economics　8（2），　59－70

Odaka，　KonOs豆ke　（尾高燈之助）

　　Ahis七〇ry　of　money　wages　in　七he　Nor七hern　Kyushu
　　indus七rial　area，　1898－1939．　H土七〇七subashi　Journal
　　of　Economics　8（2），　71－100　（Feひ一一一一一

s・ 工n七erna七iOnal　eCOnOmy

Shinkai，　Yoichi　（新開陽一）
　　As七udy　of　Japangs　expor七performance，コ．955－1962．
　　OSaka　Economic　Pa　ers　ユ6（2），　ユー10　（Elar．1968）
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